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(57)【要約】
　メニューディスプレイ（３０２）、プッシュボタン（
３０４、３０８、３１０）及び回転制御ダイヤル（３０
６）を兼ね備える呼吸装置のためのユーザインターフェ
ース。ユーザインターフェースは、前記メニューをナビ
ゲートするためのユーザの制御操作から少なくとも１つ
のパラメータを検知し、これをユーザのインターフェー
ス制御の以後の操作に適用するメニュー制御を備えても
よい。ユーザパラメータは、ユーザがメニュー内のナビ
ゲーションの特定の方向に関連付ける回転制御ダイヤル
の操作方向であってもよい。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転制御ダイヤルを備える装置のための制御インターフェースであって、
　装置制御のメニューを表示するディスプレイと、
　前記メニュー内をナビゲートするためにユーザによって操作される回転制御ダイヤルと
、
　前記装置制御のメニューに対する入力を前記メニュー内の既知の位置に生じさせるメニ
ュー制御と
　を備え、
　前記メニュー制御は、前記メニューのナビゲーションにおける前記ユーザによる前記制
御ダイヤルへの操作から、少なくとも１つのユーザパラメータを決定し、前記メニュー内
の前記制御ダイヤルへの以後の操作に対して、決定された前記ユーザパラメータを適用す
る、制御インターフェース。
【請求項２】
　前記メニュー制御は、他のメニュー内の前記ユーザによる前記制御ダイヤルへの以後の
操作に対してもまた、決定された前記ユーザパラメータを適用する、請求項１に記載の制
御インターフェース。
【請求項３】
　前記メニュー制御は、前記装置の同一のユーザセッション内の前記ユーザによる前記制
御ダイヤルへの以後の操作に対して、決定された前記ユーザパラメータを適用する、請求
項２に記載の制御インターフェース。
【請求項４】
　前記ユーザパラメータは、前記メニュー内の方向をナビゲートするために前記ユーザが
前記ダイヤルを回す方向を含む、請求項１に記載の制御インターフェース。
【請求項５】
　前記メニュー制御は、前記メニュー内の直線方向に対して前記ユーザが前記ダイヤルを
最初に回す回転方向を決定し、前記回転方向を前記直線方向に割り当てる、請求項４に記
載の制御インターフェース。
【請求項６】
　前記装置は呼吸装置である、請求項１に記載の制御インターフェース。
【請求項７】
　前記呼吸装置は、睡眠呼吸障害を治療するためのフロージェネレータである、請求項６
に記載の制御インターフェース。
【請求項８】
　陽圧で呼吸可能なガス供給を患者に提供するフロージェネレータと、
　前記フロージェネレータに対する装置制御のメニューを表示するディスプレイ、前記メ
ニュー内をナビゲートするためにユーザによって操作される回転制御ダイヤル、及び前記
装置制御のメニューに対する入力を前記メニュー内の既知の位置に生じさせるメニュー制
御を含む制御インターフェースと
　を備え、
　前記メニュー制御は、前記メニューのナビゲーションにおける前記ユーザによる前記制
御ダイヤルへの操作から、少なくとも１つのユーザパラメータを決定し、前記メニュー内
の前記制御ダイヤルへの以後の操作に対して、決定された前記ユーザパラメータを適用す
る、睡眠呼吸障害を治療するための装置。
【請求項９】
　前記メニュー制御は、他のメニュー内の前記ユーザによる前記制御ダイヤルへの以後の
操作に対してもまた、決定された前記ユーザパラメータを適用する、請求項８に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記メニュー制御は、前記装置の同一のユーザセッション内の前記ユーザによる前記制
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御ダイヤルへの以後の操作に対して、決定された前記ユーザパラメータを適用する、請求
項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ユーザパラメータは、前記メニュー内の方向をナビゲートするために前記ユーザが
前記ダイヤルを回す方向を含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記メニュー制御は、前記メニュー内の直線方向に対して前記ユーザが前記ダイヤルを
最初に回す回転方向を決定し、前記回転方向を前記直線方向に割り当てる、請求項１１に
記載の装置。
【請求項１３】
　スタート／ストップボタンと、
　ディスプレイと、
　２つのメニューキーと、
　プッシュボタンダイヤルと
　を備える、ＣＰＡＰ装置のためのコントローラセット。
【請求項１４】
　前記ディスプレイは、カラーディスプレイである、請求項１３に記載のコントローラセ
ット。
【請求項１５】
　睡眠呼吸障害を治療するための呼吸装置のためのユーザインターフェースであって、
　請求項１３または１４に記載のコントローラセットを備え、
　少なくとも１つのメニューキーが、呼吸治療の提供中に、前記少なくとも１つのメニュ
ーキーが１回目にアクティブにされることにより、他のメニュー表示を表示し、前記少な
くとも１つのメニューキーが２回目にアクティブにされることにより、前の状態の表示に
戻るように構成及び配置される、ユーザインターフェース。
【請求項１６】
　陽圧で空気供給を提供するフロージェネレータと、
　加湿器と、
　プッシュボタンダイヤルを有するコントローラセットと
　を備え、
　前記プッシュボタンダイヤルは、加湿レベル、治療圧力、ランプ時間及び加熱管温度の
組から選択された少なくとも２つのパラメータを択一的に調整できるようにプログラムさ
れた、睡眠呼吸障害を治療するための装置。
【請求項１７】
　前記コントローラセットは、前記フロージェネレータ上に設けられる、請求項１６に記
載の装置。
【請求項１８】
　陽圧で空気供給を提供する装置と、
　加湿器と、
　ダイヤルを有するコントローラセットと
　を備え、
　前記ダイヤルは、少なくとも２つの状態に設定可能であり、第１の状態の間には、前記
ダイヤルの回転により、加湿レベルが調整され、前記装置の実行モードの間に、前記コン
トローラセットとの相互作用が無い期間の後に、前記ダイヤルは前記第１の状態に自動的
に戻る、睡眠呼吸障害を治療するための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の技術は主に、ユーザインターフェースを改良した呼吸装置、及び、呼吸治療装置
の制御のため及びその他のユーザ制御装置のためのユーザインターフェースに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　本願は、２００８年９月１７日に出願されたオーストラリア仮出願Ｎｏ．２００８９０
４８３５、２００８年１０月１日に出願されたオーストラリア仮出願Ｎｏ．２００８９０
５１０７及び２００９年５月２８日に出願されたオーストラリア仮出願Ｎｏ．２００９９
０２４４５の優先権を主張する。上記の出願のそれぞれは、ここにそのまま援用される。
【０００３】
　持続的気道陽圧法（ＣＰＡＰ）は、閉塞性睡眠時無呼吸（ＯＳＡ）等の睡眠障害呼吸（
ＳＤＢ）に苦しむ人々に対する代表的な治療法である。診断を経て、治療を受ける目的で
、患者は通常、寝ている間に毎晩装着しなければならない、適した患者インターフェース
（マスク等）とともに、ＣＰＡＰ装置を購入又はレンタルする。
【０００４】
　治療に対する患者コンプライアンスは、重要な問題であり、患者の快適性を有する数多
くの要素の中でも、患者は大抵、装置が使い易い場合に治療に同意する傾向があると考え
られている。従って、ユーザインターフェースを改良することで、患者に対する健康転帰
の向上をもたらすことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本願の技術の１つの側面に準じた改良されたユーザインターフェースは、スイッチ形式
の物理的ハードウエア、様々な電子部品を有するディスプレイ及び点灯部、ディスプレイ
上に示される視覚的要素、及び、装置の関連パラメータをハイライト表示、選択及び調整
することの間をナビゲートするプロセスを備える。
【０００６】
　本願の技術の別の側面は、睡眠障害呼吸の治療を提供する医療装置の使用に適している
。
【０００７】
　本願の技術の別の側面は、例えば、フロージェネレータ等の、陽圧で空気の供給を行な
う装置を制御することに適している。本願の技術の別の側面は、任意の加湿器を制御する
ことに適している。本願の技術の別の側面は、任意の加熱管を制御することに適している
。本願の技術の別の側面は、治療供給におけるディレイタイマ／ランプの制御、例えば、
圧力のディレイタイマ又はランプを制御することに適している。
【０００８】
　本願の技術の改良されたユーザインターフェースの別の側面は、微小光での又は暗い部
屋での使用に適している。本願の技術の別の側面は、暗順応時の人が使用するのに適して
いる。本願の技術の別の側面は、器用さが低下した人々に対して適している。
【０００９】
　本発明の別の側面は、例えば、睡眠障害呼吸を治療するための呼吸装置等の医療装置で
あり、ディスプレイメニューからメニュー項目の選択を制御するユーザ操作可能ダイヤル
を備える装置に対する改良されたユーザインターフェースに関する。装置は、ダイヤルの
ユーザ操作からユーザの嗜好を確定して、装置の以後の操作に対して嗜好を適用するメニ
ュー制御を備える。
【００１０】
　１つの形式においては、制御インターフェースは、装置に対するコントローラを備える
。コントローラは、ディスプレイメニューに対する入力をメニュー内の既知の位置に出現
させ、メニューのナビゲーションにおけるユーザによる制御ダイヤルの操作から少なくと
も１つのユーザパラメータを決定し、そのメニュー内の制御ダイヤルの以後の操作に対し
て、決定されたユーザパラメータを適用する。
【００１１】
　ユーザパラメータはまた、例えば、装置の同一のユーザセッション内のユーザによる制
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御ダイヤルの以後の操作に適用されてもよい。
【００１２】
　１つの形式では、ユーザパラメータは、メニューをナビゲートするために、ユーザがダ
イヤルを直感的に回した方向、例えば、メニューを上方ナビゲート又は下方ナビゲートす
るためにユーザがダイヤルを最初に回した方向を含む。この方向は、サンプル集団の中で
略均等に分かれる形で、人によって異なることを出願人は発見した。
【００１３】
　他の側面における本発明の特徴及び効果は、添付の図面と併せて以下の詳細の記載から
明らかになるであろう。
【００１４】
　本発明の更なる形式はまた、添付の請求項において明記されている。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
本発明の更なる好ましい実施例は、以下の添付の図面を参照して説明される。
【００１６】
【図１】患者の上気道の呼吸治療装置の部品の一例を示す。
【００１７】
【図２】図１の呼吸治療装置の部品の制御関係の一例を示す。
【００１８】
【図３】本願の技術に係わるコントローラの好ましいレイアウトを示す。
【００１９】
【図４】スタート／ストップボタンに関する部品の概略図を示す。
【００２０】
【図５】ＬＣＤディスプレイに関する部品の概略図を示す。
【００２１】
【図６】プッシュボタンダイヤルに関する部品の概略図を示す。
【００２２】
【図７】メニューキーに関する部品の概略図を示す。
【００２３】
【図８】図９と図１０に更に示されるユーザインターフェースの一例に対する制御動作を
表す記号リストを示す。
【００２４】
【図９】装置に対するユーザインターフェース及び制御の一例を示す。
【００２５】
【図１０】メニューをナビゲートするために使用される制御を用いた、図８の装置制御の
メニュー構造の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　１．　呼吸治療装置
　本発明は、患者に空気又は他の呼吸可能なガスを提供するフロージェネレータ（ＦＧ）
、例えば、睡眠呼吸障害（ＳＤＢ）のＣＰＡＰ治療用のサーボ制御送風機に関連して説明
される。
【００２７】
　フロージェネレータは、図１及び２に示された部品の全て又は幾つかを含み得る呼吸治
療装置１０２の一部であってよい。例えば、呼吸治療装置は、概して、サーボ制御送風機
１０４等のフロージェネレータを含んでよい。送風機１０４は、概して、空気インレット
及びモータによって駆動されるインペラを含んでよい（図示せず）。任意に、空気インレ
ットは、ユーザの気道にインペラによって供給される呼吸可能なガスと混ぜる又は呼吸可
能なガスを補充するための酸素等のガス供給部に結合されてもよい。さらに、空気インレ
ットに吸い込まれる空気から塵又はその他のアレルギー誘発物質を除去する目的で、ＨＥ
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ＰＡフィルタ等のエアフィルタ１０３が設けられてもよい。任意に、治療の種類によって
、患者呼吸サイクルに関連して変化する圧力又は流れ（例えば、連続レベル、２値レベル
、４から１５ｃｍＨ２Ｏ又は４から２５ｃｍＨ２Ｏの範囲例とする圧力等である可変レベ
ル）を生成するように送風機は構成されてもよい。送風機はさらに、装置（無呼吸、呼吸
低下、障害等）によって検出された呼吸コンディション（無呼吸、呼吸低下、障害等）に
基づいて調整されてもよい。
【００２８】
　呼吸治療装置１０２は、概して、空気又は呼吸可能なガスの流れを装置のユーザ又は患
者の上気道に届ける目的で、流体配送管１０６及び鼻プロング又は鼻カニューレ１０８等
の患者インターフェースをまた含んでもよい。送風機１０４は、送風機１０４から呼吸可
能なガスを提供する目的で、空気配送管１０６及び鼻カニューレ１０８に結合され得る。
任意に、患者インターフェースは、配送管に結合されるマスク（図示せず）を含んでもよ
い。
【００２９】
　呼吸治療配送装置の動作は、例えば、デジタルマイクロプロセッサ等の１つ以上のコン
トローラ又はプロセッサ１２０によって制御されてもよい。
【００３０】
　コントローラ１２０は、以下により詳しく述べるように、種々のセンサから供給される
信号を受信し、例えば、送風機１０４及び加湿器ヒータ１１１の動作を制御する等の装置
の機能を制御するために制御ロジックを適用する。
【００３１】
　コントローラ又はプロセッサ１２０は、概して、特定の制御の実行に適合し、特定の制
御の実行ができるように構成される。このため、コントローラは、複数の集積チップ、メ
モリ、及び／又は、情報格納メディア内のプロセッサ制御命令又はデータを含んでもよい
。例えば、制御手順等を含んだプログラム命令が、回路内の集積チップ上又は装置のメモ
リ上でコード化されてもよく、そのような命令は、適当なメディアを用いてソフトウエア
又はファームウエアとしてロードされてもよい。
【００３２】
　センサは、圧力変換器等の１つ以上の圧力センサ１１４、１３１を含んでもよい。圧力
センサ１１４は、送風機１０４によって生成された、及び／又は、鼻カニューレ又は患者
の気道に供給される圧力を測定できるように構成され得る。図示した実施例においては、
圧力センサ１１４は、送風機１０４に近接している。追加の又は代替の圧力センサ１３１
が患者インターフェース内等の送風機の下流に設けられてもよい。圧力センサは、特定の
位置における圧力の測定値を示す圧力信号ｐ（ｔ）を生成する。
【００３３】
　幾つかの実施形態では、任意に、呼吸治療配送装置は、１つ以上の流量センサ１１６を
含んでもよい。例えば、鼻カニューレ１１２を通る流量は、呼吸気流計及び差圧変換器又
は流量信号Ｆ（ｔ）を導き出すために複数の管又はダクトの束に適用されるような類似の
装置を用いて測定されてもよい。流量センサは、送風機に近接した位置に図１では示され
ているが、流量センサは、任意に、患者インターフェース又は鼻カニューレ１０８内等の
患者により近い位置に設けられてもよい。
【００３４】
　任意に、患者インターフェース及び／又は送風機は、加湿器１１２及び加湿器ヒータ１
１１等の患者に快適性をもたらす複数の付属デバイスをまた含んでもよい。加湿装置は、
呼吸可能なガスを加熱及び／又は加湿して所望の温度及び／又は湿度になるように制御又
は構成されてもよい。例えば、装置は、呼吸可能なガスが通る容器又は流体回路を備えて
もよく、又は、容器又は流体回路の液体又は蒸気に近接してもよい。ヒータ１１１は、液
体を加熱して蒸気を生成する目的で、１つ以上の加熱素子及び／又は過熱プレートを含ん
でもよい。
【００３５】



(7) JP 2012-502672 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

　複数の付属デバイスは、呼吸治療装置にまた実装されてもよい。例えば、任意に、配送
管ヒータ１３５等のヒータ又は加熱素子が、呼吸可能なガスが加湿器又はフロージェネレ
ータを通過した後に、呼吸可能なガスの温度を一定にする目的で、患者インターフェース
の配送管内又は上に設けられてもよい。
【００３６】
　加熱素子を用いて呼吸可能なガスの温度及び／又は湿度を調整する目的で、装置はまた
、１つ以上の湿度センサ１１７、１２１、１３６及び／又は１つ以上の温度センサ１１５
、１１８、１１９、１３２を含んでもよい。センサは、快適装置の温度及び／又は湿度を
制御又は設定するために、（図１にＴ（ｔ）及びＨ（ｔ）として示されているように）温
度又は湿度信号を生成する。任意に、複数のセンサの幾つかは、周囲状況を測定するため
に設けられてもよい。このため、これらのセンサは、周囲状況をより正確に計るために、
ヒータ及び加湿チャンバとは離れて設けられてもよい。
【００３７】
　コントローラ又はプロセッサ１２０はまた、ユーザが装置の動作を選択及び制御するの
を助けるために、ボタン等の制御入力部、装置のユーザ制御のためのダイヤル、スクリー
ン等のディスプレイ、及び／又は、装置ステータスを示し、制御メニューを表示する表示
光等を備える装置のユーザインターフェースと通信する。幾つかの実施形態では、ディス
プレイの機能の全て又は幾つかとユーザ制御とは組み合わされてもよく、例えば、タッチ
スクリーンディスプレイを適用してもよい。
【００３８】
　２．　動作モード
　本発明の実施形態を、以下に定義される好ましい動作モードを参照して更に説明する。
【００３９】
　スタンバイモード：フロージェネレータが圧力を送っていないとき。
【００４０】
　マスクフィッティングモード：フロージェネレータが設定された圧力を供給していると
きであり、ユーザにマスクと顔の間の漏れの確認、及び、マスクのフィット性を調整して
漏れを最小限にすることを可能にさせる。
【００４１】
　実行モード：（圧力ランピングを含む）治療目的で、フロージェネレータが、圧力を供
給しているとき。
【００４２】
　エラーモード：フロージェネレータがエラーを検知して、目下治療が提供されていない
とき。
【００４３】
　３．　ユーザインターフェース動作状態
　ユーザインターフェース（ＵＩ）動作状態を以下に示す。
【００４４】
　電源無し状態：システムが接続されている主電源を有さないときであり、電源コードが
ないとき、電源コードが壁ソケットから切り離されているとき、又は主電源の損失がある
とき。
【００４５】
　パワーセーブモード：スタート／ストップキーが押され３秒以上持続されたときであり
、ユーザインターフェースは、スタート／ストップボタンの弱い緑色のＬＥＤバックライ
ト以外はスイッチオフとなっている。
【００４６】
　セットアップ状態：ユーザがユーザインターフェース制御と相互作用しているときで、
フロージェネレータはスタンバイモードのとき。注記：電源に接続されたときにいつもユ
ーザインターフェースが最初になる状態である。
【００４７】
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　調整状態：ユーザがユーザインターフェース制御と相互作用しているときであり、フロ
ージェネレータが実行モードであるとき。
【００４８】
　ウォーミングアップ状態：加湿器（及び加熱管）を定められた値に予熱すべく、ユーザ
がフォームアップ機能を起動したとき。ウォーミングアップ状態は、好ましくは、ウォー
ミングアップを停止するべく、プッシュボタンダイヤルでウォーミングアップバーを選択
して当ダイヤルを押すことで停止することができる。
【００４９】
　ウォーミングアップ機能は、好ましくは、加湿器又は環境制御設定が零より大きいとき
のみに有効となる。しかしながら、ウォーミングアップ状態は、加湿器及び過熱された管
の両方を設定レベルにフォームアップする。
【００５０】
　ウォーミングレディ状態：加湿器及び加熱管がそれらの設定値に到達したときであり、
システムが使用可能な状態。システムは、（ウォーミングアップの開始から数えて）３０
分のタイムアウトになるまでこの状態を維持する。ウォーミングレディ状態は、ウォーミ
ングレディ状態を停止すべく、プッシュボタンダイヤルでウォーミングレディバーを選択
して当ダイヤルを押すことで停止することができる。
【００５１】
　クールダウン状態：加湿器及び過熱管がウォーミングアップ状態、ウォーミングレディ
状態又は実行モードの間に使用されたときであり、当モードは、（例えば、実行モードの
間にスタート／ストップボタンを押すことにより又はウォーミングアップ機能を停止する
ことにより）スタンバイモードに切り替わる。当状態は、加湿器が冷却される期間維持さ
れる。当状態の目的は、システム内に築かれる凝結を最小限にすることである。
【００５２】
　アイドル状態：スタンバイモードの間に、ユーザが２分間コントローラに触れなかった
とき。ユーザインターフェースは、スタート／ストップボタンだけを光らせ、ＬＣＤバッ
クライトを依然として認識可能な程度に薄暗くした「休止」状態となる。
【００５３】
　好ましくは、当状態は、ウォーミングレディ又はクールダウン状態には適用されない。
【００５４】
　スリープ状態：実行モードの間に、ユーザが２分間コントローラに触れなかったとき。
ユーザインターフェースは、スタート／ストップボタンだけを光らせた「スリープ」状態
になる。
【００５５】
　好ましくは、当状態は、マスクフィット又はエラー状態には適用されない。
【００５６】
　マスクフィットスタンバイ状態：ダイヤルが押されて保持されることにより、スタンバ
イモードからマスクフィットモードへ作動されたときに使用される。ユーザが何も押さな
い場合には、この状態は、３分後にタイムアウトとなり、調整状態における実行モードに
自動的に装置が切り替わる。
【００５７】
　マスクフィット実行状態：ダイヤルが押されて保持されることにより、実行モードから
マスクフィットモードへ作動されたときに使用される。当状態は、マスクフィットの実行
を望む患者にとって大部分を占めるが、マスクを装着したときに、スマートスタートを介
して実行モードが意図せずに起動される場合がある。
【００５８】
　ユーザが何も押さない場合には、この状態は、３分後にタイムアウトとなり、調整状態
における実行モードに自動的に装置が戻される。
【００５９】
　アラート状態：治療が続き、ユーザインターフェースが、ＬＣＤ上のメニューページに
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アラートメッセージを表示し、アラート状態を示すために明るい青色ＬＥＤを点滅させる
。注記：ユーザアラートが無効な場合には、メッセージは依然として表示されるがＬＥＤ
は点滅しない。アラートメッセージ及びＬＥＤは、アラートを引き起こした問題を修繕す
ることによってクリアにされ、又、あるキーが押され、正常ナビゲーションが再開された
ときに一時的にクリアにされ得る。アラートを引き起こした問題が修繕されなかった場合
には、ある期間が経過した後にアラートメッセージが再び表示される。
【００６０】
　更なる２つの状態、患者メニュー状態及び臨床メニュー状態を説明する。臨床メニュー
状態では、追加パラメータが表示されて、患者メニュー状態と比較して制御可能となる。
更に、患者メニューにおいて表示され制御可能なパラメータは、臨床メニューから決定さ
れる。例えば、臨床医が特定のメニューをある患者に有効にすることを決定してもよい。
異なる患者に対して、異なるタイプのメニューが有効にされるべきである。更に、臨床医
は、治療中又は治療後に患者に対して何の情報を表示するかを決定することができる。例
えば、臨床医は、患者に対して「睡眠の質指標」等の情報を表示するかどうか、及び、無
呼吸・呼吸低下指標（ＡＨＩ）を表示するかどうかを決定してもよい。
【００６１】
　様々な好ましい時間インターバルが説明されるが、別の形式では、他の時間インターバ
ルが用いられてもよい。
【００６２】
　４．ユーザインターフェースハードウエア
　１つの実施形態では、本願の技術に準じたユーザインターフェースは、スタート／スト
ップボタン、ディスプレイ（好ましくはカラーディスプレイ）、２つのメニューキー（好
ましくは情報キーとセットアップキー）、及びプッシュボタンダイヤルを備える。
【００６３】
　ユーザインターフェース３００の一例を図３に示す。ユーザインターフェース３００は
、ＬＣＤウインドウ又はユーザにテキスト及び／又はグラフィカル情報を示すのに適した
他のディスプレイ等のディスプレイ３０２、ユーザによって押され制御されるためのディ
スプレイの一面に設けられるスタート／ストップ（オン／オフ）ボタン３０４、及び、回
転ダイヤル及びプッシュボタン制御の両方を有するプッシュボタンダイヤル３０６を備え
る。更に、ディスプレイの一側端に設けられるプッシュボタンコントローラ３０８、３１
０、例えば、標準「ｉ」記号によって示される情報（又は「インフォ」）キー３０８及び
２つのレ点記号によって示されるセットアップキー３１０が設けられる。
【００６４】
　図示したディスプレイは、その上部に、メニュータイトル３１２を、メニュータイトル
の下に、ユーザにメニュー情報を表示するためのメニューページ３１４を、メニューペー
ジの片側に沿って、異なるメニューページを選定するための一連のメニュータブ３１６を
備える。
【００６５】
　１つの形式によると、ユーザインターフェースは更に、加湿器表示点灯部を備える。
【００６６】
　本願の技術の実施形態に適した電気回路の概略図を図４から図７に示す。
【００６７】
　図４に、スタート／ストップボタンに関する部品の概略図を示す。
【００６８】
　図５に、ＬＣＤディスプレイに関する部品の概略図を示す。
【００６９】
　図６に、プッシュボタンダイヤルに関する部品の概略図を示す。
【００７０】
　図７に、メニューキーに関する部品の概略図を示す。
【００７１】
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　５．ナビゲーション
　１つの実施形態によると、本願の装置に対する制御スキームは、３個のメインスクリー
ン、ホームスクリーン、情報スクリーン及びセットアップスクリーンを備える。
【００７２】
　メインスクリーンのそれぞれは、少なくとも１つのパラメータを表示する。１つ以上の
パラメータがある場合は、ダイヤルを回すことで、それぞれに含まれるパラメータが順番
にハイライト表示される。パラメータがハイライト表示されている間、パラメータはダイ
ヤルを押す事によって選択されてもよい。ダイヤルを回転することによって、パラメータ
調整を行なってもよい。パラメータ調整は、ダイヤルを押す事によって確定されてもよい
。
【００７３】
　好ましくは、ホームスクリーンは、装置がスタンバイモード又は実行モードのときに表
示されるデフォルトスクリーンである。スタート／ストップボタン３０６を押す事によっ
て、スタンバイモードと実行モードとの間で装置が調整できる。
【００７４】
　第１のプッシュボタンコントローラ３０８が１回目に押されると、情報スクリーンが表
示される。第１のプッシュボタンコントローラ３０８が２回目に押されると、ホームスク
リーンに戻る。
【００７５】
　第２のプッシュボタンコントローラ３１０が１回目に押されると、セットアップスクリ
ーンが表示される。第２のプッシュボタンコントローラ３１０が２回目に押されると、ホ
ームスクリーンに戻る。
【００７６】
　１つの形式では、ホームスクリーンは、装置が実行モードのときに、現在の患者の治療
セッションについての情報を表示する。
【００７７】
　ホームスクリーンからは、情報メニューキー３０８が一度選択されると、現在の治療セ
ッションを定義するパラメータ、例えば、ＣＰＡＰ圧力が表示される。情報キーが更に一
度選択されると、ホームスクリーンに戻る。
【００７８】
　ホームスクリーンからは、設定メニューキー３１０が一度選択されると、調整可能なパ
ラメータ、例えば、マスク設定が表示される。設定キー３１０が更に一度選択されると、
ホームスクリーンに戻る。
【００７９】
　本願の装置の制御スキームは、適切なパラメータの調整を促進するほかにまた、素早い
ナビゲーション及び患者治療情報の表示を促進する。
【００８０】
　好ましくは、ディスプレイは、２２０ピクセル×１７６ピクセル又はそれ以上である。
好ましくは、ディスプレイはカラー表示である。
【００８１】
　患者メニューにおいて実行モードが開始されたとき、ディスプレイは現行の表示からデ
フォルトスクリーンに切り替わる。加湿器が接続されている場合又は環境制御が有効な場
合には、スクリーンは、加湿器又は環境制御調整に対してデフォルトとなる。このため、
患者が夜間加湿の調整を必要とする場合にも、患者はどこにもナビゲートする必要はなく
、単にダイヤルに手を伸ばし、ダイヤルを回し、見ないで加湿レベルを容易に調整するこ
とができる。
【００８２】
　６．　バックライト
　好ましい形式では、スタート／ストップボタン３０６、ディスプレイ３０２、及び加湿
器表示部は、バックライトを有する。好ましい形式では、特定の色が用いられる。緑、青
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及びオレンジが用いられてもよい。しかしながら、他の色が用いられてもよい。ライトが
状態を変更したとき、遷移は、例えば３秒以上等で、徐々に行なわれても良い。他の形式
では、遷移は、より素早く、又はより遅く、又は瞬時に行なわれてもよい。
【００８３】
　６．１　スタート／ストップボタンバックライト
【００８４】
　１つの実施形態では、以下に示すとおり、装置状態についての情報をユーザに提供する
目的で、スタート／ストップボタン３０６のバックライトの動作は使用される。
【００８５】
　好ましくは、装置がパワーセーブ状態に入ったとき、スタート／ストップバックライト
は、３秒以上で「薄暗い緑」にフェーディングされる。
【００８６】
　好ましくは、装置が「使用準備」であるとき、すなわち、セットアップ状態に入ったと
き、スタート／ストップバックライトは、３秒以上で「明るい緑」にフェーディングされ
る。
【００８７】
　好ましくは、スタンバイモードのときであり、ユーザインターフェースがアイドル期間
のときには、スタート／ストップバックライトは「明るい緑」のままである。
【００８８】
　好ましくは、装置がウォーミングアップ又はウォーミングレディ状態に入ったとき、ス
タート／ストップバックライトは「明るい緑」のままである。
【００８９】
　好ましくは、装置が実行モードからクールダウン状態に入ったとき、スタート／ストッ
プバックライトは３秒以上で「明るい緑」にフェーディングされる。
【００９０】
　好ましくは、実行モード及び治療提供の間、又は、マスクフィット実行状態に入ったと
き、スタート／ストップバックライトは、当モードに入って０．５秒以内で「薄暗い青」
になる。使用中は、エラーが起こらない限り、「青」ＬＥＤは「薄暗い」ままであり、エ
ラーが起こった場合には、「明るい青を点滅」させてもよい。
【００９１】
　実行モードの間、「薄暗い青」光を提供すること、及び、エラー発生時にのみ「明るい
青を点滅」させることによって、寝ようとしているときに寝室において明るいＬＥＤがつ
かないため、患者及び同床者の快適性は向上される。上記の時間間隔及び遷移は一例であ
って、変更し得る。
【００９２】
　６．２　ディスプレイバックライト
【００９３】
　好ましくは、装置がパワーセーブ状態に入ったとき、ＬＣＤバックライトは、「オン」
から「オフ」に３秒以上でフェーディングされる。
【００９４】
　好ましくは、装置がセットアップ状態、調整状態、マスクフィッティング状態に入った
とき、又は、プッシュボタンダイヤル押す／回すこと又はあるキーを押すことによって、
アイドル又はスリープ状態から呼び起こされたとき、ＬＣＤバックライトは、３秒以上で
オフからオンにフェーディングされる。
【００９５】
　好ましくは、装置がウォーミングアップ、ウォーミングレディ又はエラー状態に入った
とき、ＬＣＤバックライトは、これらの状態に入って０．５秒以内で「オン」になる。
【００９６】
　好ましくは、装置が実行モードからクールダウン状態に入ったとき、ＬＣＤバックライ
トは３秒以上「オン」にフェーディングされる。



(12) JP 2012-502672 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

【００９７】
　好ましくは、スタンバイモードのときであり、ユーザインターフェースがアイドル期間
に相互作用しないとき、ＬＣＤバックライトは３秒以上で「薄暗く」フェーディングされ
る。
【００９８】
　好ましくは、実行モードのときであり、ユーザインターフェースがスリープ期間に相互
作用しないとき、ＬＣＤバックライトは３秒以上で「オフ」にフェーディングされる。
【００９９】
　「オン」、「薄暗い」又は「オフ」位置の間の装置のフェーディングにより、装置状態
が変化した場合、例えば、患者が装置を起動した場合又はトイレに行くために停止させた
場合に、患者の目は、真夜中にも明るさの変化に順応することができる。スタンバイモー
ド間の「薄暗い」状態へのフェーディングにより、電力を節減することができ、それでも
なお、ＬＣＤディスプレイが患者に読めるようにバックライトを提供することができる。
実行モードにおける「オフ」へのフェーディングは、電力を節減するとともに、実行モー
ドの間は、患者はＬＣＤディスプレイを読む必要がないので、寝室の明るさを最小限にす
ることができる。
【０１００】
　６．３　加湿器バックライト
【０１０１】
　好ましくは、装置がパワーセーブ状態に入ったとき、加湿器表示部バックライトは３秒
以上で「オフ」にフェーディングする。
【０１０２】
　好ましくは、装置がセットアップ状態に入ったとき、加湿器表示部バックライトは３秒
以上で「明るい青」にフェーディングする。
【０１０３】
　好ましくは、装置がマスクフィットスタンバイ状態に入ったとき、加湿器表示部バック
ライトは、マスクフィットが起動されたときの状態と同じ状態を保ち、マスクフィットが
完了したとき、マスクフィットが起動される前の状態に戻る。
【０１０４】
　好ましくは、加湿器表示部バックライトは、加湿器設定が零の場合、エラー状態に入っ
て０．５秒以内で「明るい青」になる。
【０１０５】
　好ましくは、加湿器表示部バックライトは、加湿器設定が０．５から６までの場合、ウ
ォーミングレディ、クールダウン又はエラー状態に入って０．５秒以内で「明るいオレン
ジ」になる。
【０１０６】
　好ましくは、装置がウォーミングアップ状態に入ったとき、加湿器表示部バックライト
は、３秒以上で「薄暗いオレンジ」にフェーディングする。
【０１０７】
　好ましくは、スタンバイモード又は実行モードのときであり、ユーザインターフェース
が、アイドル又はスリープ期間のとき、加湿器表示部バックライトはオフになる。
【０１０８】
　好ましくは、調整状態又はマスクフィット実行状態に入ったとき、加湿器表示部バック
ライトは３秒以上で、加湿器又は加熱管が０．５から６の間に設定された場合には「薄暗
いオレンジ」に、加湿器又は加熱管の両方が零に設定された場合には「薄暗い青」にフェ
ーディングされる。
【０１０９】
　上記のディスプレイ、及び、「明るい」、「薄暗い」及び「オフ」のバックライト状態
及びそれらの間のフェーディングは、スタート／ストップボタン及びディスプレイバック
ライトに関連して先に記載したのと同様の論法において使用される。
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【０１１０】
　7　直感制御ダイヤル構成
　図８から図１０に、本発明の一例に準じた、制御ダイヤル及びユーザインターフェース
構成を示す。
【０１１１】
　図８に、図９及び１０で更に例証される制御インターフェースの動作の議論に用いられ
る記号表を示す。記号は、ユーザインターフェース内での機能を実行するために必要とさ
れる操作を特定する。記号８０６は、スタート／ストップボタン３０６を押す操作を参照
する。記号８１０及び８０８は、セットアップメニューキー３１０を押すこと、インフォ
メニューキー３０８押すことをそれぞれ参照する。記号８０２は、操作が処理されるため
の待機時間を示す。記号８０４、８１４及び８２４は、回転ダイヤル３０４を用いて実行
される操作に関連する。実行される操作は、ダイヤルを押すこと８０４、ダイヤルの向き
を変えること又は回転すること８１４、及び、３秒等の所定の期間押圧されたダイヤルを
押して保持すること８２４である。
【０１１２】
　図９に、ＣＰＡＰ呼吸装置又はＣＰＡＰ呼吸装置用加湿器等の医療装置に対するユーザ
インターフェースの一例を、互いに関連付けられたユーザ機能とともに示す。インターフ
ェースは、ユーザがメニュー項目の選定によって装置の動作を制御するための装置上近く
のコントローラとともに、ＬＣＤ又は制御メニューを表示するのに適した他のスクリーン
等のグラフィカルインターフェースを含む。
【０１１３】
　図９の例においては、コントローラはスタート／ストップボタン３０４、スクリーン３
０２に近接した情報（インフォ）ボタン３０８及びセットアップボタン３１０、及び回転
制御ダイヤル３０６を備える。図示されたユーザインターフェース構成においては、スタ
ート／ストップ、情報及びセットアップボタンは、単なるプッシュボタンであってもよく
、任意に、暗闇でのユーザ操作を助けるべくバックライト付でもよい。ダイヤルは、連続
的な回転に適したもの、又は、回転の限られた範囲内で中央位置から左又は右に動く種類
のものでよい。ダイヤルはまた、そのような方法で付加的なユーザ入力を可能にするプッ
シュボタンとして動作するものであってもよい。
【０１１４】
　図８から図１０に示されたとおり、回転ダイヤル３０６の３つの異なる動作が存在する
。これによって、（１）ダイヤルを押すことによって、（２）ダイヤルを回すことによっ
て、及び（３）例えば３秒等の所定の期間ダイヤルを押すこと及び回すことによって、ユ
ーザは情報を入力し得る。
【０１１５】
　図１０を参照して後に説明されるとおり、複数の制御の組み合わせがまた使用されても
よい。
【０１１６】
　図１０に、メニューの間及びメニュー内でのナビゲート又は項目の選択をするために用
いられる制御メニュー構造及び制御動作の概略例を示す。
【０１１７】
　図１０には、図８の左側に示されたように、メニュー項目である、「セッティング」、
「オプション」、「リマインダ」及び「コンフィギュレーション」を含むトップレベルメ
ニューが示されている。これらのメニュー項目は、スクリーンディスプレイの左手側に沿
ってグラフィカルに表示される。図１０の各スクリーンディスプレイの左側に沿った点灯
した四角部分で示されたように、現在選択されたメニュー項目はハイライト表示され、対
応したテキストがスクリーンディスプレイの上部に表示される。
【０１１８】
　例として、図１０は更に、「オプション」及び「日付」メニュー項目の展開を示す。
【０１１９】
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　メニュー内で上方ナビゲート又は下方ナビゲートをする目的で、ユーザは回転制御ダイ
ヤルを左又は右に回転させ、ハイライト表示されたメニュー項目にアクセス又はハイライ
ト表示されたメニュー項目を選択する目的で、ユーザは制御ダイヤルを押す。図１０に示
されたとおり、メニューレベルを１つ戻るナビゲーションは、例えば、セットアップボタ
ン３０６を押すこと、又は、制御ダイヤル３０６及びセットアップボタン３１０の両方を
押すことによって行なわれる。
【０１２０】
　本発明の１つの実施形態によると、ユーザ制御は、メニューをナビゲートする目的で、
ユーザが制御ダイヤルを回転する方向においてユーザの嗜好を満たす直感制御を組み込む
。特に、メニューフォーマットは、メニューレベルへの入力がメニューリスト内の既知の
位置になるように、好ましくは、メニューの一端、例えば、図１０に示されたようにトッ
プレベルメニューにおけるトップメニュー項目「セッティング」になるように、又は、「
オプション」メニュー内の項目「環境制御」になるように構成される。一方で、メニュー
レベルからの「退出」は、そのメニューリストの反対の端に位置する。
【０１２１】
　最初のメニュー項目から離れてナビゲートすべく、ユーザが制御ダイヤル３０６を最初
に回転した方向は検知され、検知された回転方向は、メニュー内の下方向に割り当てられ
る。その結果、その方向へのダイヤルの更なる回転は、メニュー内の下方ナビゲーション
をし続ける。一方で、反対方向の回転は、メニュー内の上方ナビゲーションをもたらす。
従って、図１０の例では、トップメニューレベルにおける「セッティング」メニュー項目
から離れて「睡眠の質」メニュー項目にナビゲートするべく、ユーザがダイヤルを反時計
方向に最初に回した場合には、その後、ダイヤルの反時計方向の回転は、メニュー項目リ
ストを下方ナビゲートする下方向に割り当てられ、時計方向の回転は、メニュー項目リス
トを戻す上方向に割り当てられる。
【０１２２】
　このようにして、装置制御は、ダイヤル操作において、ユーザの嗜好に自動的に順応す
ることができる。
【０１２３】
　上及び下方向の割り当ては、新しいメニューレベルに入る度に、再度割り当てられても
よく、又は、例えばユーザセッションの期間等のより長い期間保持されてもよい。
【０１２４】
　直感ダイヤル制御は、例えば、装置のコンピュータ制御ソフトウエア内において如何な
る適した手段によって組み込まれてもよい。
【０１２５】
　本実施形態に準じた直感ダイヤル制御は、本発明が主に関連する医療呼吸装置を超えて
、回転制御ダイヤルを採用するその他の装置に適用し得ることもまた理解できるであろう
。
【０１２６】
　７　その外の特徴
　フロージェネレータは、好ましくは、以下に示されるように、装置の複数のモード間で
の自動スイッチングを組み込む。
【０１２７】
　好ましくは、患者実行モードでは、ユーザインターフェースとの相互作用が３０秒の待
機期間何も無い場合には、ユーザインターフェースは、何が取り付けられているかに応じ
て、患者環境制御、加湿器レベル、加熱管レベル又はホームスクリーンのいずれかに自動
的に戻ってもよい。これにより、患者は、ディスプレイを見ずに、夜間に湿度又は加熱管
設定を調整することができる。
【０１２８】
　１つの形式では、「相互作用なし」は些細な相互作用を含んでもよい。例えば、ユーザ
インターフェースは、ユーザインターフェースにぶつかる又は接触することによる短期間
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【０１２９】
　要求される期間として３０秒間が好ましいが、他の形式では、約５秒又は数分等のそれ
以外の待機時間が用いられてもよい。
【０１３０】
　好ましくは、スタンバイモードにおいては、アイドルタイムアウト期間、ユーザインタ
ーフェースに相互作用が無い場合には、ユーザインターフェースは、自動的に、患者セッ
トアップメニューから出て、アイドル状態における患者ホームスクリーンに行ってもよい
。
【０１３１】
　好ましくは、患者メニューにおける実行モードの間、ユーザインターフェースは、ユー
ザに患者インフォメニューに入らせないようにしてもよい。
【０１３２】
　１つの形式によると、数値パラメータを調整する場合に、ダイヤルがゆっくり回転され
たときに、例えば、エンコーダ増加分毎０．２ｃｍＨ２Ｏ等の最小量の増加分でパラメー
タを調整してもよい。しかし、ダイヤルが素早く回されたときには、例えば、エンコーダ
増加分毎１．０ｃｍＨ２Ｏ等の整数分の増加分でパラメータを調整してもよい。
【０１３３】
　好ましい形態では、ユーザインターフェースのコントローラはフロージェネレータ上に
設けられる。よって、幾つかのコントローラは、フロージェネレータの様相に加え加湿器
の制御をすることができる二重機能を実行する。例えば、ダイヤルは、ランプ時間、圧力
及び加湿（環境制御レベル、加熱管温度及び湿度を含む）を制御することができる。
【０１３４】
　本明細書では、「備えている」との用語は、「オープン」の意味であり、つまり、「含
む」との意味であり、そのものだけで構成される意味を有する「クローズ」の意味には限
定されないように理解されるべきである。同様のことが、ここで用いた「備え、備えた及
び備える」との用語にも言える。
【０１３５】
　本発明の特定の実施形態を記載してきたが、本願の本質を逸脱しない範囲で他の特定の
形式で本発明が具体化されてもよいことは当業者であれば明らかであろう。従って本発明
の実施形態及び例は、全ての点において例証でありそれらに限定されないものであると解
釈されるべきである。上記の記載よりもむしろ添付の請求項によって本願の範囲は規定さ
れるものであり、請求項における等価な意味及び範囲内での全ての変更は、本願の範囲に
含まれるべきである。更に、ここで述べた既知の先行技術に対する如何なる参考文献も、
特に明示しない限り、本発明が関連する分野の当業者にとってそのような先行技術が公知
であることを認めるものではないことを理解されたい。
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